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故佐波霊平教授遺影および原稿
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江ミューノレ型紡績工場…・・・.....・H ・・……ー 一堀

部門聞の連関構造 車 23 田
原

43 手日秀村原価管理思考としての変動予算概念・・ ・ ・野

64 i恒

記事

佐波教授逝く

追悼講演(山田浩之前田義信谷山新良森嶋通夫上回三四二)

追憶談(葛城照三安間進)

故佐波宜平教授自作年譜

畑低開発国開発計画における技術選択………・・名

昭和 43年 5月

京郡大事経掛事奮



哀辞

昭和 43年 2月 29日 本会評議員京都大学教授経済学

博士佐波宣平氏肝臓癌により逝去されました世寿63歳

あなたはH召和 5年京都帝国大学経済学部を卒業 昭和 9年

同経済学部に専任講師として迎えられ 昭和 21年同教授に

なられ研究と教育に専念されました その間学内において

は 昭和 24年より 2年間京都大学評議員として 学外に

おいては 日本保険学会理事 日本交通学会理事に就任する

など 大いに活躍されました あなたの研究は交通・保険学

会に新風を導入されたのみならず 数理経済学の分野におい

ても その貢献はまことに大なるものがありました

病魔におかされた人間とは思えね研究意欲の旺盛さに わ

れわれは ひとしく最高の敬意を表していました 天なおか

ずに歳月をもってすれば との願いも遂に空しく 定年をま

たずに世を去られたことは まことに遺憾です

あなたはまた 京都大学経済学会の評議員として 会務に

つくされ 本誌によせられた珠玉の論文は ことに学界にお

いて 主導的役割をはたすものとして 重きをなし木誌に

光彩をくわえました

謹んで ここに あなたの遺影をかかげ心より哀悼の意

を表します

昭和43年 3月 31日

京都大学経済学会




